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長らく女性版の不能と認識され、男性の挿入不能および射精不能といわば対をなしていた。
たしかに、医者はときに、欲望や快楽の不在である無性欲症と、
生殖器官の非形成や妊娠の不能を区別することもある。しかし、医者にとって核心は子どもをつくることであって、女性の欲望と快楽は受胎という観点か しか評価されていなかった。医者 なかには女性の性的快感を有用である、それどころか必要不可欠であると考えるものもあったが、有害な役割しかない 考えるものもいた。したがって医 は、受胎に有利な条件 生み出すためには 場合に応じて、情欲を刺激する必要もあれば 抑え込む必要もあ と信じて、この快楽に対処していたのである。すでに見たように、パートナーが同時に性的快感を つことに執着す 医者もい ば、あの神秘の震え あ 「受胎の瞬間 先立つ、 いはとりわけその瞬間に起こると思われる 得も言われぬ官能
（１）
」に執着する医者もいた。











を、これより五十年前にこの病理の専門家になったデクルティル医師は、 「性的欲求の喪失ではなく、この欲求を満足させる力を った諸能力の一時 な中断や破壊や廃棄
（３）
」にあると見ている。医者が
繰り返し言及する不能にかんする文献は二つ。ひとつめはオウィディウスが『恋 歌』の で語 ている恥辱 夜だが、これより頻繁に言及されるのが、モンテーニュが若い新婚夫婦の失敗を取り上げた考察で、この耐えがたい出来事における想像力 役割と 不能を克服するための心理的方法についても述べられている。ビュフォンとカバニスに次いで、アドゥロ とショシエは、 『エセー』の著者の言葉に同調して のような警句を記している。 「直接の刺激よりも想像力の方がよ 容易に、より強くペニスを立 しめる（４）
」 。神学者たちは、オーギュスタンの後を受けて、不能に罪の影
響と堕落の現れを見て取っていた。わ われ こ 先で引用する医者たちもビュフォンやカバニスと同じ見解 『創世 』の名前こそ出さないが、生殖のための器官が魂 も意思にも従わな こと明らかにしている。
しかも学者たちは、不能の男性や「無性欲症」の女性をひとめで
見破るよすがとなる刻印があると信じ い 。性的濫用 耽っている個人を発見する手続きによく似た手続きだと彼らは言う。ヒポクラテスの時代か 、不能の描写は、性的機能を扱 た医学テキストにおいて腕の見せ所であっ 。ヴィレーは一八一六年にこの描写を試みている。この類型を構成す 諸特徴を、彼は次 ように列挙する。 「蒼白い顔。あまりに金色だったり白かっ りする乱れた髪。白昼に弱い薄灰色の目。湿ってぶよぶよした体は つるつるしてい
(292)


































れにせよ、たいがいのケースで、患者の告白に任せるの 最良のやり方だとルボーは う 臨床医の観察から打ち明け話の聴取へと移行させることになった重要な指摘であ 。
失敗を思い出すときに見せる男性不能者の反応を、医者は小説家
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いる患者は、幾重にも重ねた封筒に入れ 蝋で封印をす 「彼らは手紙を書留にする…」 。
いよいよ真実を告白しなければならない段になると、彼らは涙を









内なる責め苦に比べたら、自由の剥奪など無に等しい。この責め苦は、名誉や富や最も親しい知り合 を失うよりも酷い。だれ 非難することもできず 同類から同情を期待す こともでき のだら。憐憫を誘えないことは分かっているから、完全な秘密へと逃げ込むことになる。たやすく慰めを得ることが き のは、六十代に達し、生殖本能がほぼ消滅 た者だけだ。
いずれによ、医者は病気の治療をしなければならない。そのため

























ヴィレーによって最初の接近による射精 呼ばれているも で し
(294)
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剰な長さなども、同じ発想によっ 、位置づけられている。それらをここで詳述するには及ぶまい れらの障害、とりわけ過度に大きなペニスを、医者が当時どのように 改善しようとし かについては後に見ることにしよう。当時臨床医のあいだでよく知られていた俗諺を借りれば 「男のイチモツは、大きさが度を超せば超すほど、硬くならない」以上 過度 大きなペニスは、パートナーからすると特に嘆かわしい奇形であ た。一八二九年に記述されたサン＝トノレ街の男性は、長さ十四プース
〔一プースは二七． 〇七ミリ〕
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い。不能は、このばあいおそらく、不完全な発生を阻んでいるのである。ヴィレーはオーギュスタンの立論をすっかり逆転させ、もし器官が不従順さを見せているなら、それは全員の為であり、種の保存の為なのだと言う。医者がパートナー間の調和を実現しようとする努力には、こうして、自ずと限界がある。「突然襲ってきて、特定の対象にたいしてだけ冷たくなったり、逆に火がついたように熱くなったりする」 「例の不可解な冷却化」と「それに劣らず思いもよらない あの さまじい情熱」を前にして学者は驚きのあまり棒立ちに る 「性にお ていず も完璧である二人がこのうえなく甘美な関係で結ばれ 。なにもかもが、幸せな結婚 よ 豊かな生殖を告げ いる。 ころ 、婚姻床にときおり突如として氷のよう 冷たさが広がる［…］この関係がご破算になるこ もあるだろう。それぞれ、一見する はるかに釣り合わない別の相手と一緒 なり、子ど をたく ん設け、それ以降は、別れることなく熱烈 愛し合 こともある」 。
〈 「官能を感じる力が消滅」する原因〉
なぜ器官がいうことをきかなるなるのか。この謎は、医者がやっ




























しかしながら、無性欲症の主た 要 考えられてい のは性的























に赴くことにした。ところがまたもや まくゆ い。そ 後三年間、彼は性交をいっさい試みなかっ 。相談を受けたファージュ教授は、酢の入った冷たいローション 性器に塗るよう処方し、デルフ教授はただたんに自信を持て いうだけ。結局 なん 効果もなかった。さて、十日前から愛を交わし い気持ち っていた彼は、またもや同じ態度であしらわれることになる。彼の状況はじつに惨めだった。彼はラルマンにこう報告している。 「最後の恩恵以外はすべて手に入れました。ただ最後の恩恵だけは、 〈手に入れことが怖くて〉 、ぜがひでもという気 ならないんです。どうしたらよいでしょうか？」ラルマン教授はいつも ように尿道焼灼術を施す。その後数ヶ月間、患者 あちこちの臨床医を訪ね歩き 逢い引きの二時間前にマラガのワインやカンタリスの煎じ薬 飲 だりして事に及ぼう するが、う くゆかない。次第 眠れなくなり、食べられなる。最後に ラルマンが焼灼術 治癒に成功し 。そ後、ラルマンはこの患者を十五年にわ って診察している。
もしこのように自慰が不能に通じているとするなら、両性間の交





























































































る。デクルティルの著作の大半がこれに費やされ、マルクとモンダはこの心理的原因をこと細かに列挙している。モンテーニュが確言していたように 不能は「魂の疾患」 由来する である。
逆説的なことに、ある種の人たちの過剰な欲望、あまりに横溢す








た後、妻にむしゃぶりつくのを止め、 「愛情 代償を待つあいだ想像力を使わな ようとくに気 配って」二回目の房事を準備して

































が不首尾に終わった」前回のこと 思 出す 、あるいはそ 反対に、過去に感じた恍惚感や以前に興奮したもの 思 出すと、勃起







































学術書で 、たんに夫だ いうでけで男 たいして嫌悪感 抱いてしまうある種の女性 ちも問題に っている。
医者はこの他にも不能に陥るケースを際限なく詳述している。病































う提案している。彼はこのと 、全裸で どうやら勃起した男性を想定しているらしい。 ずれにせよ、詩人たちが当時持ち出していた、妖精のように軽やかな女性という図式 は遠い定義であるこの図式は、医学文献にはほとんど入り ま かったようだ。
例外的なケースを除いて、女性に挿入の問題はないし、男性 挿
入を受け入れられるだけの受動性があれば十分だから、質問は、医者の用語を借りれば、女性 淫奔さ、淫乱さ、好色さの度合 性交好きの度合いにかんす も に限られる。男 ばあいと同じように、こ 度合いも気質によっ 大きく変化する。柔らか 脂肪は欲望の高揚には好ましくない。疲労、病気、自慰の習慣、そしてある種の女性にかんしては「性交にたいす 全般的 嫌悪感」も、これと同じ働きをする。愛情 欠如、調和の不在、パートナーにたいする反感に至っては言うまで ない。要するに、多く ありきた























る。肉体的結合には三段階が識別できるとルボーは詳細な説明 加えている。女性 魂はまず性 欲望 悩まされる。し がって、女性はこの段階では能動的である。第二段階は純粋に器官的な段階
で、女性は男性の陰茎を受動的に受け入れる。だが第三段階に入ると、彼女の魂と器官は共通の快楽に参与していると推定される。したがって が受動的なのは挿入の瞬間だ だとルボーは考える。ここにおいて不妊症と同一視されることを止めた固有の意味での冷感症は、挿入に続く性愛 営みに関わるのである。
ルボーの診察を受けに来る女性患者の動機は、二つに大別でき
る。大多数は不妊症の治療を望む女性だが、一部に、無性欲症を治して欲しいと言う女性がいる。後者のばあい、なによりも、冷感症の妻が性行為にたいして感じる嫌悪によって危うくなった二人の平和を回復したい、あ いは壊したくない いう一念で夫婦がやってくることをルボーは嘆いている。という も、ルボーとしては、女性が自らの快楽を創造したり修復したくて、しかも、快楽 与えてくれる満足のためだけにそうしたく 受診し 来ることを望んでいるからである。
ルボーの著作を読むと、女性の無性欲症は自律的な現象として捉




に起因す と推定される無性欲症もある。ルボーの関心はクリトリスに集中している。クリトリスは極端に小さ ばあい、痙攣を引き起こし くい。正常な寸法があ にもかかわ ず、この器官の感受性が長期間麻痺 女性も るが、こ ような状況は決して絶望的ではない。こうした障害があっ も、医者 適切な助言 与えれば、 「臆面のない興奮」を惹起でき からであ 。
冷感症は神経症、すなわち「神経支配の疾患」から生じるばあい
もある。神経中枢の変調から、あ いは、コベルトが強調したように生殖器神経のより単純な機能不全から、 「官能を感じる能力の一














































る。かつてハラーとカミュが卵巣と睾丸とのあいだに打ち立てた比較は、その存在意義を失う。卵巣を失った女性 なかにも、きわめて淫乱な女性がいるからであった。ルボーが認めるのは、せいぜい、月経が近づくと性欲が刺激され、 「臆面のない痙攣」の強度が高まることくらいであった。しかし、この興奮も、生殖器官 オルガスムの高まりから来ているに過ぎない 一般に、官能的な女性が大量に排出する経血 影響を受けやすいのは うしたことによる。
したがって、自然排卵の仮説が広まり、官能による痙攣と妊娠器




ルボーが著作を発表するころには、避妊の実践が止まると ろを知らずに広がってゆく。一見する 、彼は 医学 論理を、カップルの行動の自律化と女性の主体の地位向上に適応させただけのように見える。
だが、真実はさほと単純ではない。ルボーと彼の同業者たちが
当時医学文献に華々しく登場した「夫婦の不正行為」 害を力説するようになる は、ちょうど、こうしたプロセスが姿を見せ、急速に発展する時期にあたっている。し がって、こ 問題にかんしては、時代錯誤を冒さないように細心の注意 払わなければならない。女性の快楽それ自体 必要性が注目を浴びていたからといっ
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